
特
別
功
労
表
彰

・
大
内　

勝
美
さ
ん

―
消
防
防
災
―

　

昭
和
43
年
８
月
か
ら
平
成
16

年
３
月
ま
で
、
35
年
に
わ
た
り

国
見
町
消
防
団
員
と
し
て
、
地

域
消
防
、防
災
活
動
に
貢
献
し
、

第
２
分
団
長
で
退
団
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
５
月
に
、

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
。

　
　
　
　
　
　
　
　

・
松
浦　

常
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　

―
地
方
自
治
―

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
現
在
ま

で
、
12
年
に
わ
た
り
町
議
会
議

員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
伸
長

発
展
に
貢
献
。
６
月
に
は
副
議

長
に
就
任
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
に
は
、
永

年
に
わ
た
り
並
柳
町
内
会
長
と

し
て
町
と
町
民
と
の
相
互
連
絡

を
図
り
、
円
滑
な
町
政
進
展
に

貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、
功
労

表
彰
を
受
賞
。

令
和
元
年
度
国
見
町
表
彰

式
が
11
月
22
日
、
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
太
田
久
雄
町

長
が
「
受
賞
さ
れ
る
み
な
さ
ま

に
は
、
豊
富
な
識
見
と
崇
高
な

信
念
を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
に
お
い
て
、
町
の
復
興
と

さ
ら
な
る
進
展
の
た
め
、
一
層

の
ご
支
援
を
お
願
い
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
、
受
賞
者
を
表
彰

し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
祝
辞
の
後
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
大
内
勝
美
さ
ん
が

「
こ
の
感
激
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
国
見
町
の
復
興
と
発
展
の

た
め
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
表
彰
式
は
昭
和
42
年
以

来
、
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、

顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
方
々
を

た
た
え
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

国
見
町
表
彰
条
例
に
基
づ

き
、
表
彰
審
査
会
で
審
議
し
た

結
果
、
今
年
は
８
個
人
・
３
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
の
功
績
を
た
た
え
て

―
令
和
元
年
度
国
見
町
表
彰
式 

― 
功
労
表
彰

・
佐
藤　

善
浩
さ
ん

―
消
防
防
災
―

　

平
成
２
年
４
月
か
ら
現
在
ま

で
、
30
年
に
わ
た
り
国
見
町
消

防
団
第
３
分
団
第
１
部
団
員
と

し
て
、
地
域
消
防
、
防
災
活
動

に
尽
力
。

・
佐
藤　

清
二
さ
ん

―
地
方
自
治
―

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
現
在
ま

で
、
12
年
に
わ
た
り
内
谷
東
町

内
会
長
と
し
て
、
町
と
町
民
と

の
相
互
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、円
滑
な
町
政
運
営
に
貢
献
。

・
菊
地　

千
津
子
さ
ん

―
社
会
福
祉
―

　

平
成
16
年
12
月
か
ら
現
在
ま

で
、
15
年
に
わ
た
り
民
生
児
童

委
員
（
山
崎
北
・
山
崎
舘
担
当
）

と
し
て
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
。

善
行
表
彰

・
太
田　

エ
イ
子
さ
ん

―
防
犯
―

　

国
見
町
交
通
安
全
母
の
会
、

国
見
町
婦
人
会
の
活
動
と
併

せ
、
23
年
に
わ
た
っ
て
桑
折
地

区
防
犯
指
導
隊
国
見
町
隊
員
と

し
て
地
域
の
安
全
・
安
心
、
防

犯
活
動
に
携
わ
る
。
平
成
18
年

か
ら
同
隊
の
副
隊
長
を
務
め
、

安
全
・
安
心
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
。

・
阿
部　

み
さ
子
さ
ん

―
交
通
安
全
―

　

平
成
10
年
か
ら
藤
田
地
区
交

通
安
全
母
の
会
役
員
と
し
て

各
種
運
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
地
域
の
交
通
安
全
活
動
に

尽
力
。
平
成
30
年
か
ら
、
同
会

会
長
を
務
め
、
交
通
安
全
の
啓

発
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
。

　

栄
誉
顕
彰

・
国
見
小
学
校

―
学
術
―

　

言
葉
を
学
び
、感
性
を
磨
き
、

表
現
力
を
高
め
る
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
る
読
書
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
、
今
年
度
の
子
ど
も

読
書
活
動
優
秀
実
践
校
と
し
て

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
。　
　

　

ま
た
、
毎
年
、
人
権
擁
護
委

員
ら
と
と
も
に
人
権
の
花
運
動

に
も
取
り
組
み
、
町
に
寄
贈
さ

れ
た
花
々
は
庁
舎
を
彩
り
、
来

庁
者
を
も
て
な
し
て
い
ま
す
。

・
県
北
中
学
校

男
子　
　
　

部

―
ス
ポ
ー
ツ
―

　

第
62
回
福
島
県
中
学
校
体
育

大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
初
優
勝
し
、
福
島
県
代
表
と

し
て
東
北
大
会
に
初
出
場
。
少

な
い
部
員
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
規
模
の
強
豪
校
に
対
し
て
、

部
員
一
丸
と
な
っ
て
果
敢
に
戦

い
、
東
北
大
会
で
一
勝
を
挙
げ

た
こ
と
は
、
国
見
の
子
ど
も
た

ち
の
無
限
の
可
能
性
を
県
内
外

に
知
ら
し
め
ま
し
た
。

・
国
見

―
ス
ポ
ー
ツ
―

　

少
年
、
青
年
、
壮
年
と
そ
れ

ぞ
れ
の
年
代
を
と
お
し
て
野
球

に
親
し
ん
だ
愛
好
者
が
還
暦
後

も
野
球
を
す
る
た
め
に
結
成
し

た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
。
今
年
で
18

回
を
迎
え
る
福
島
県
還
暦
軟
式

野
球
大
会
の
常
連
で
、
５
月
に

開
催
さ
れ
た
東
日
本
還
暦
軟
式

野
球
大
会
に
は
福
島
県
代
表
と

し
て
出
場
。
国
見
町
の
名
を
県

内
外
に
知
ら
し
め
る
と
と
も

に
、
町
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
健

康
づ
く
り
施
策
を
実
践
し
、
他

の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
佐
久
間　

広
昭
さ
ん

―
ス
ポ
ー
ツ
―

　

小
学
生
の
頃
か
ら
剣
道
に
精

進
し
、
成
人
の
後
は
剣
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
員
ら
の
指
導
に

尽
力
。
５
月
に
日
本
武
道
館
で

開
催
さ
れ
た
全
日
本
高
齢
者
武

道
大
会
（
剣
道
個
人
戦
・
年
齢

別
全
国
大
会
）
に
出
場
し
、
準

優
勝
。
国
見
町
の
名
を
県
内
外

に
知
ら
し
め
る
と
と
と
も
に
、

町
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
づ

く
り
施
策
を
体
現
し
、
他
の
模

範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

栄誉顕彰の受賞者

晴
れ
の
受
賞
者

ボ
ー
ル

町の振興に特別な功労や特に功績が顕著な方などを表彰するものです。特別功労表彰

町政の発展向上などに寄与し、功績が顕著であった方や多額の金品な
どを町に寄付した方などを表彰するものです。功労表彰

奉仕活動や社会教育活動などで住みよいまちづくりに貢献し、他の模
範となる方、町に多額の寄付をした方などを表彰するものです。善行表彰

表彰式に出席されたみなさん
▶
謝
辞
を
述
べ
る
大
内
さ
ん

▶
特
別
功
労
表
彰
を
受
け
る
松
浦
さ
ん

学術、芸術、スポーツなどにおいて町の名声を高め、町民の誇りとな
る抜群の成績を収めた方などをたたえるものです。栄誉顕彰

功労表彰の受賞者

善行表彰の受賞者

バ
ス
ケ
ッ
ト

ク
ラ
ブ

ド
リ
ー
ム
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